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1．出国・帰国教育相談 

 

Q１： 海外で通学できる学校について教えてください。 

 

A１： 海外での学校の種類と特徴は以下の通りです。 

① 日本人学校 

日本人学校は国外に住む日本人児童生徒を対象に、日本の学習指導要領に準じた

教育課程のもと、日本国内の小・中学校と同等の教育を行う学校です。令和元年 4

月現在、世界に 91校が設置されています。日本国内に準じた教育を行っているた

め、帰国後の日本の学校への適応も心配が少ないと思われます。反面、在留地の文

化や習慣、生きた語学を直接体験するという機会が少なくなりがちですので、現地

理解教育として、現地語と英語の学習を取り入れているところが多いです。日本人

学校の中には、幼稚部や高等部を併設している学校もありますが、多くはありませ

ん。学校運営費の大部分は授業料で賄いますので、日本の私立学校程度の学校納付

金が必要です。 

② 現地校 （＋補習授業校） 

現地校は日本の国立・公立私立の小中学校にあたります。生活圏内に日本人学校  

がない場合や、在留地の文化・言語の習得を希望する場合に適しています。現地校

に通っている児童生徒の多くは、土曜日だけ補習授業校にも通って日本の国語、数

学の学習をしています。 

現地校に入る場合は英語に訳した在学証明書や成績証明書（学校に依頼、様式有

り）、予防接種証明書（名鉄病院など）を持っていくとよいです。 

③ 国際学校（インターナショナルスクール） 

世界の主要都市には、国際学校（インターナショナルスクール）と呼ばれてい

る、その国や地域に在留する様々な国や地域の児童生徒を受け入れている学校があ

ります。アメリカ系、イギリス系、オーストラリア系、カナダ系などいろいろな種

類があり、授業は主に、英語、ドイツ語、フランス語で行われています。費用が高

い場合が多いので、会社が負担するか確認しておくとよいです。 

 


